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松久保 肇（まつくぼ・はじめ） 

原子力資料情報室 事務局長 

1979 年兵庫県生まれ。金融機関勤務をへて 2012 年より原子力資料情報室スタッフ。

2003 年国際基督教大学卒、2016 年法政大学大学院公共政策研究科修士課程修了。 

 

田窪 雅文（たくぼ・まさふみ） 

ウエブサイト「核情報」http://kakujoho.net/主宰。原子力・核兵器問題を扱う独立の

専門家で、「核分裂性物質に関する国際パネル（IPFM）」のメンバー。主要著書に「プルト

ニウム：原子力の夢の燃料が悪夢に」（フランク・フォン・ヒッペル、カン・ジョンミンと共著、

緑風出版、２０２１年）。 

 

冨塚 明（とみづか あきら） 

元長崎大学 水産･環境科学総合研究科 准教授 

専門は環境物理学。博士（環境科学）。被爆者問題、核兵器、原子力発電、安全保障などの

課題に取り組んでいる。 

 

鈴木 達治郎（すずき・たつじろう） 

RECNA 副センター長。1951 年生まれ。75 年東京大学工学部原子力工学科卒。78 年

マサチューセッツ工科大学プログラム修士修了。工学博士（東京大学）。2010 年 1 月より

2014 年 3 月まで内閣府原子力委員会委員長代理を務めた。核兵器と戦争の根絶を目

指す科学者集団パグウォッシュ会議評議員として活動を続けている。 

 

＜協力＞ 

コンペル・ラドミール 

長崎大学 多文化社会学部 准教授（RECNA 兼務） 

チェコスロヴァキア生まれ育ち。横浜国立大学博士課程修了（国際経済法学博士）。同大学

研究教員、日本大学、法政大学非常勤講師を経て2013年より現職。専門は比較政治学。

日米関係、日本政治外交史、沖縄戦後史について研究。長崎からのメッセージに関心を持

っている。 

 

 


